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こしきしま

　本県は、南北600キロメートルに及ぶ広大な県土を有し、日本で初めて国立公園に指定された霧島や世界
自然遺産の屋久島、世界的にも貴重な動植物を有する奄美群島、また、鹿島断崖など優れた海岸景観などが
評価され、新たに国定公園に指定された甑島など、他の地域にない優れた自然環境に恵まれています。
　このかけがえのない恵み豊かな自然環境を大切に保存し、活用しながら、次の世代に確実に継承するた
め、本県では14カ所の自然公園が指定されています。

猿ヶ城渓谷（垂水市） 千尋の滝（屋久島町）

マングローブ群生地（奄美市） 大浪池（霧島市）

特集

大自然が創造した
テーマパーク
～鹿児島の自然公園～
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自
然
公
園
に
は
、我
が
国
の
風
景
を
代
表
し
、世
界

的
に
も
誇
り
う
る
傑
出
し
た
自
然
の
風
景
地
と
し
て

指
定
し
た「
国
立
公
園
」と
、
国
立
公
園
の
風
景
に
準

ず
る
す
ぐ
れ
た
自
然
の
風
景
地
と
し
て
指
定
し
た

「
国
定
公
園
」、
さ
ら
に
都
道
府
県
を
代
表
す
る
す
ぐ

れ
た
自
然
の
風
景
地
を
指
定
し
た
「
都
道
府
県
立
自

然
公
園
」が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
自
然
公
園
は
、
す
ぐ
れ
た
自
然
の
風
景

地
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
の
増
進
を
図

り
、国
民
の
保
健
、休
養
お
よ
び
教
化
に
資
す
る
と
と

も
に
、
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
は
、
我
が
国
で
最
初
に
指
定
さ
れ
た
霧
島

錦
江
湾
国
立
公
園
を
は
じ
め
、
雲
仙
天
草
国
立
公
園

な
ど
14
の
自
然
公
園
が
あ
り
、
そ
の
面
積
（
陸
域
面

積
）
は
県
土
面
積
の
約
9
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た

る
8
9
、1
2
9
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
、
県
土
に
属
す

る
山
岳
、湖
沼
、海
岸
な
ど
の
特
色
あ
る
風
景
地
の
保

護
を
図
る
と
と
も
に
、
野
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

区　分

国立公園

国定公園

県立
自然公園

公 園 名
霧島錦江湾
屋久島
雲仙天草
日南海岸
奄美群島
甑島
吹上浜
阿久根
坊野間
藺牟田池
川内川流域
高隈山
大隅南部
トカラ列島

指定年月日
昭和 9 年 3 月 1 6 日
平成24年3月16日
昭和31年7月20日
昭和 3 0 年 6 月 1 日
昭和49年2月15日
平成27年3月16日
昭和28年3月31日
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
昭和 39 年 4 月 1 日
昭和 52 年 6 月 1 日
　 〃 　
平成 4 年 4 月 1 日

［ 特　集 ］大自然が創造したテーマパーク　～鹿児島の自然公園～

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

「自然公園の概要」

屋久島

甑島

喜界島
奄美大島

徳之島沖永良部島

与論島

口之島 中之島 平島

悪石島 宝島

臥蛇島・小臥蛇島

小宝島・小島

諏訪之瀬島

横当島・上ノ根島

口永良諸島

き
り
し
ま

き
ん
こ
う
わ
ん

う
ん
ぜ
ん
あ
ま
く
さ



8

甑島国定公園
　
甑
島
国
定
公
園
が
平
成
27
年
３
月
16

日
に
指
定
さ
れ
ま
し
た（
昭
和
56
年
指
定

の
県
立
自
然
公
園
か
ら
移
行
）。甑
島
列

島
は
薩
摩
半
島
か
ら
西
へ
約
30
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
東
シ
ナ
海
上
に
あ
り
、上
甑

島
・
中
甑
島
・
下
甑
島
の
３
つ
の
有
人

島
と
属
島
群
か
ら
な
り
ま
す
。

　
国
定
公
園
指
定
に
あ
た
っ
て
は「
太
古

の
地
球
を
感
じ
る
宝
の
島
」を
テ
ー
マ
と

し
て
い
ま
す
。特
異
な
地
形
と
豊
か
な
自

然
が
作
り
上
げ
た
島
の
風
景
は
、見
ど
こ

ろ
が
た
っ
ぷ
り
。海
食
断
崖
・
奇
岩
・
砂

州
な
ど
、海
岸
部
の
地
形
は
波
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
ま
す
。

　
列
島
西
部
に
は
断
崖
が
多
く
、下
甑
島

の
鹿
島
断
崖
で
は
高
さ
２
０
０
メ
ー
ト

ル
に
も
な
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。波
に
削

ら
れ
て
白
亜
紀
以
降
の
地
層
が
露
出
し
、

日
本
の
地
質
百
選
に
も
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
上
甑
島
北
部
の
海
岸
に
は
、
波
の
作

用
で
砂
が
堆
積
し
て
形
成
さ
れ
た
地
形

も
見
ら
れ
ま
す
。そ
の
代
表
的
な
場
所

の
ひ
と
つ
が「
長
目
の
浜
」で
す
。こ
こ

で
は
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て

海
を
仕
切
る
よ
う
に
砂
州
が
延
び
、
陸

側
に
は
４
つ
の
池（
な
ま
こ
池
・
貝
池
・

鍬
崎
池
・
須
口
池
）が
あ
り
ま
す
。

　
カ
ノ
コ
ユ
リ
の
自
生
地
が
点
在
す
る

ほ
か
、
国
内
最
大
級
の
ハ
マ
ナ
ツ
メ
群

落
、
カ
ラ
ス
バ
ト
・
ミ
サ
ゴ
・
ウ
ミ
ネ

コ
な
ど
の
鳥
類
、
固
有
種
の
コ
シ
キ
ト

ゲ
オ
ト
ン
ボ
な
ど
、
珍
し
い
動
植
物
の

宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、貝
池
に
は

「
ク
ロ
マ
チ
ウ
ム
」と
い
う
原
始
的
な
微

生
物
も
生
息
。こ
れ
が
確
認
さ
れ
て
い

る
の
は
、
世
界
で
も
わ
ず
か
に
数
カ
所

だ
け
で
す
。

も
っ
と
も
新
し
い
国
定
公
園

「甑島国定公園の概要」

鹿島断崖
横縞模様に露出し
た地層が観察でき
ます。ウミネコ繁殖
地の南限でもあり
ます。

ナポレオン岩
高さ127メートル
の奇岩。名前の由
来は横から見ると
フランスの英雄の
顔に似ていること
から。

長目の浜
「甑島長目の浜及
び潟湖群の植物群
落」として国の天然
記念物にも指定さ
れました。

こ
し
き
し
ま

な
が 

め

か
い
い
け

か  

ざ
き
い
け

す  

ぐ
ち
い
け

↑

↑

↑

上甑島

中甑島

鹿島港

長浜港

里港

下甑島

N

長目の浜

0

0.5 2 4

1 3

ナポレオン岩
特 別 保 護 地 区

第 1 種 特 別 地 域

第 2 種 特 別 地 域

第 3 種 特 別 地 域

普 通 地 域

海 域 公 園 地 区

凡　例
■指定年月日：平成27年3月16日

特
別
保
護
地
区

鹿
島
断
崖

特別
保護
地区

瀬々
野浦
断崖

↑
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［ 特　集 ］大自然が創造したテーマパーク　～鹿児島の自然公園～

せき　   み　ほ　こ

あん　ち   すぐる

にしぞの ともひろ

　
昭
和
53
年
６
月
13
日
、
私
は
里
村
出
身
の
父
と
里
村

出
身
の
母
の
も
と
、
本
土
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
に
間
に
合

わ
ず
に
母
の
実
家
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
島
に
は
高
校
が

な
い
た
め
、
15
歳
で
島
を
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
生
粋
の
「
甑
島
人
」
で
あ
っ
た
私
も

例
外
で
は
な
く
、
島
を
発
ち
、
高
校
、
大
学
と
進
学
し

ま
し
た
。
し
か
し
大
学
在
学
中
、
父
親
が
倒
れ
て
し
ま

い
帰
郷
。
23
歳
で
結
婚
し
ま
し
た
が
、
福
岡
県
久
留
米

市
と
い
う
都
会
育
ち
の
妻
に
と
っ
て
甑
島
の
生
活
は
驚

き
の
連
続
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
10
年
前
に
里
村
は
薩
摩
川
内
市
と
し
て
合
併
し
ま
し

た
。
当
初
か
ら
甑
島
は
宝
の
島
と
し
て
位
置
付
け
て
い

た
だ
き
、
多
く
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
甑
島
は
国
定
公
園
と

い
う
非
常
に
名
誉
あ
る
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
私
た
ち
島
民
が
、
こ
の
大
き
な
舞
台
で
歌
っ
て
踊

る
番
。
甑
島
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
楽
器
「
ご
っ
た

ん
」
の
よ
う
に
、
来
島
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
方
を

喜
ば
せ
る
、
そ
ん
な
努
力
が
さ
ら
に
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　
過
疎
化
は
い
ま
だ
に
進
行
し
、
目
を
向
け
れ
ば
マ
イ

ナ
ス
な
こ
と
も
見
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
先
人
か
ら

私
た
ち
の
代
へ
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
次
の
世
代
へ
甑
島

人
の
魂
を
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
地
域

お
こ
し
の
最
先
端
が
こ
こ
に
あ
る
と
日
本
全
国
に
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

庵地つけあげ店代表　庵地 優 さん

昭和53年、上甑島里町生ま
れ。大学中退後、実家のつけ
あげ店の後継者としてUター
ン。甑島の地魚を使ったつけ
あげは、歯応えがあり、ほど
よい甘みが特徴。自身も漁に
出かけた経験を持ち、甑島の
新鮮な素材の良さを知り尽く
している。

甑島人としての魂を次世代にも伝えていきたい

　
以
前
は
福
岡
の
旅
行
代
理
店
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
２
年
前
に
思
い
切
っ
て
、
知
り
合
い
が
誰
も
い
な

い
下
甑
島
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
飛
び
込
み
ま

し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
の
は
、
都
会
の
よ

そ
の
若
者
が
地
域
に
入
っ
て
地
域
の
方
々
と
地
域
お
こ

し
活
動
を
す
る
と
い
う
も
の
で
、
甑
島
列
島
は
上
甑
島

に
２
人
、
下
甑
島
に
２
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動

内
容
は
主
に
観
光
に
特
化
し
て
お
り
、
特
産
品
の
開

発
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ツ
ア
ー
の
企
画
、
観
光
の
情

報
発
信
や
観
光
案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
国
定
公
園
指
定
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
甑
島
を

知
ら
な
か
っ
た
方
々
に
も
広
く
存
在
を
知
っ
て
も
ら
え

る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
一

度
旅
行
で
訪
れ
た
場
所
に
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
と

思
う
理
由
は
、
「
あ
の
人
に
会
い
た
い
」
「
あ
そ
こ
に

泊
ま
り
た
い
」
「
あ
れ
が
し
た
い
」
と
い
っ
た
具
体
的

な
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、
甑
島
で
は
国

定
公
園
に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
自
然
も
、

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
理
由
の
一
つ

に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
こ
の
甑
島
で
し
か

で
き
な
い
体
験
、
そ
れ
を
磨
き
上
げ
る
お
手
伝
い
を
地

域
の
方
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々
と
の
関
係
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
し
っ
か
り
観
光
客
の
方
に
甑
島
の
自
然
に
親
し
め

る
仕
組
み
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

薩摩川内市地域おこし協力隊（下甑島担当）　関 美穂子 さん

平成２年、鹿児島市生まれ。
鹿児島大学にて観光人類学
を研究。大学卒業後、福岡
の旅行代理店に勤務。より
地域に密着した観光に携わり
たいと、平成 25 年 6 月に下
甑島の地域おこし協力隊に参
加。観光商品の造成やイベン
トの企画を行っている。

きっかけの自然　また訪れたくなる甑島

「甑島　人と想いを　繋ぐ島」
　国定公園に指定された甑島は、「長目の浜」や「ナポレオン岩」をはじめとした優れた景勝地であることは当然ですが、
この国定公園指定は、あくまでも「きっかけ」に過ぎず、これを契機として、今後、何を仕掛けていくのかが最も重要である
と考えています。また、これまでの風景を楽しむだけの観光ではなく、そこにテーマやストーリー性など「甑島ならでは」を
プラスαした他にはない観光に、行政主導ではなく、地域が主体となって考え、行政が支援する形で、今後取り組んでいく
必要があります。
　このチャンスが、１０年後の甑島にとって「きっかけ（成功）」となるのか「せっかく（失敗）」となるのか待ったなしのス
タートは切られたばかりです。

薩摩川内市　企画政策部企画政策課　甑はひとつ推進室　西園 友宏 さん

（甑島に対する私のイメージを川柳にしました）
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霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園
は
昭
和
９
年

３
月
16
日
に
国
立
公
園
指
定
。日
本
初
の

国
立
公
園
の
一
つ
で
、じ
つ
に
80
年
以
上

の
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。当
初
は
「
霧

島
国
立
公
園
」の
名
称
で
、
そ
の
範
囲
は

霧
島
エ
リ
ア
の
み
で
し
た
。そ
の
後
、
昭

和
39
年
に
錦
江
湾（
桜
島
・
指
宿
・
佐
多

岬
）
と
屋
久
島
を
追
加
編
入
し
て
「
霧
島

屋
久
国
立
公
園
」
へ
と
拡
大
。さ
ら
に
平

成
24
年
に「
屋
久
島
国
立
公
園
」が
分
離
・

独
立
し
、
現
在
の「
霧
島
錦
江
湾
国
立
公

園
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
霧
島
エ
リ
ア
は
韓
国
岳
（
標
高

1
7
0
0
メ
ー
ト
ル
）を
最
高
峰
と
し
た

火
山
群
。そ
の
範
囲
は
東
西
に
約
22
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、南
北
に
約
18
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
広
大
で
、
鹿
児
島
県（
霧
島
市
・
湧
水

町
）
と
宮
崎
県
（
都
城
市
・
小
林
市
・
え

び
の
市
・
高
原
町
）に
ま
た
が
っ
て
い
ま

す
。こ
こ
で
は
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き

た
地
形
、噴
気
活
動
や
温
泉
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
や

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
、固
有
種
の
ノ
カ
イ
ド

ウ
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
植
生
も
特

徴
で
す
。

  

ま
た
、天
孫
降
臨（
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が

高
千
穂
峰
に
降
り
立
っ
た
）の
地
と
も
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
錦
江
湾
（
鹿
児
島
湾
）
は
北
部
に
姶
良

カ
ル
デ
ラ
、南
部
に
阿
多
カ
ル
デ
ラ
と
火

山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。桜

島
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
南
縁
に
位
置
し
、

現
在
も
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。鹿
児

島
市
吉
野
の
海
岸
部
で
は
カ
ル
デ
ラ
壁

（
外
輪
山
）も
見
ら
れ
ま
す
。温
泉
地
と
し

て
有
名
な
指
宿
周
辺
は
阿
多
カ
ル
デ
ラ

内
に
あ
た
り
、美
し
い
円
錐
形
の
開
聞
岳

や
九
州
最
大
の
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
池

田
湖
な
ど
、
景
勝
地
も
多
数
あ
り
ま
す
。

ま
た
、大
隅
半
島
南
部
の
佐
多
岬
も
国
立

公
園
区
域
で
、ヘ
ゴ
・
ビ
ロ
ウ
・
ソ
テ
ツ

と
い
っ
た
亜
熱
帯
性
の
植
物
が
自
生
し

て
い
ま
す
。

大地の活力を体感できる

霧島錦江湾
国立公園

佐多岬
北緯31度線上にあり、離島を除く日本の最南
端の地です。海岸線は切り立った断崖。

桜島
島内には文明噴火・安永噴火・大正噴火・昭和
噴火で形成された溶岩原が広がっています。

開聞岳
美しく整った姿から「薩摩富士」とも呼ばれ、
海辺に突き出した山容は圧巻。

か
ら
く
に
だ
け

き
り
し
ま
き
ん
こ
う
わ
ん

さ
く
ら
じ
ま　
い
ぶ
す
き　
　

さ　
た

み
さ
き
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平
成
24
年
３
月
に
姶
良
カ
ル
デ
ラ

（
錦
江
湾
奥
部
）
が
国
立
公
園
の
区
域

に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。平
成
27
年
４
月

５
日
に
は
、
自
然
情
報
発
信
と
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
の
拠
点
と
し
て
姶
良
市

の
重
富
海
岸
に
「
重
富
海
岸
自
然
ふ
れ

あ
い
館
な
ぎ
さ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。施
設
運
営
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
く
す
の
木
自
然
館
が
環
境

省
よ
り
受
託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

重
富
海
岸
自
然
ふ
れ
あ
い
館
　
な
ぎ
さ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
錦
江
湾
奥
部
は
約
３
万
年
前
の
姶
良
大

噴
火
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。直
径
約

20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、最
深
部
は
２
０
０
メ
ー

ト
ル
以
上
に
も
な
る
巨
大
カ
ル
デ
ラ
。重
富

海
岸
は
カ
ル
デ
ラ
の
北
西
部
に
位
置
し
、国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
海
域
や
桜
島
を
一

望
で
き
ま
す
。ま
た
、
約
53
ヘ
ク
タ
ー
ル
も

の
広
大
な
干
潟
が
あ
り
、こ
こ
で
は
多
様
な

生
態
系
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
な
ぎ
さ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、国
立
公
園
内

の
こ
の
エ
リ
ア
の
拠
点
施
設
で
、重
富
干
潟

の
生
態
系
や
姶
良
カ
ル
デ
ラ
に
つ
い
て
展

示
。体
験
学
習
な
ど
の
環
境
教
育
の
場
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
18
年
よ
り

運
営
し
て
き
た
「
重
富
干
潟
小
さ
な
博
物

館
」を
前
身
と
し
、
こ
れ
を
改
築
し
て
整
備

さ
れ
た
も
の
で
す
。

世界的にも珍しい地形　渚は生物多様性の宝庫

　
海
の
カ
ル
デ
ラ
は
世
界
的
に
も
希
少
な

地
形
で
、
こ
の
干
潟
も
ま
た
貴
重
な
存
在
。

国
立
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
で
す
。そ
れ

と
は
別
に
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
重
要
な
意
義

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
は
地
域
に

暮
ら
す
人
々
と
の
関
わ
り
で
す
。

　
じ
つ
は
、
15
年
ほ
ど
前（
平
成
12
年
ご
ろ
）

ま
で
、
重
富
海
岸
は
非
常
に
荒
れ
て
い
ま
し

た
。ゴ
ミ
が
散
乱
し
、
あ
ま
り
立
ち
入
り
た

く
は
な
い
場
所
で
し
た
。そ
ん
な
中
で
、
地

域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
再
生
に
取
り
組

み
、
私
た
ち
も
そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
き
ま

し
た
。ゴ
ミ
を
取
り
去
る
と
、
そ
こ
に
は
白

砂
青
松
の
美
し
い
景
観
が
あ
り
ま
す
。環
境

保
全
活
動
は
現
在
も
進
行
中
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
努
力
で
自
然
・
景
観
が
維
持
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
き
れ
い
な
場
所
で
す
。ぜ
ひ
、
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。多
く
の
方
に
錦
江
湾
の

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

▼重富海岸：重富海岸の広大な干潟。ハクセンシオマネキ、ウミニナ、ミサゴといった珍しい生物が生息。

ミュージアムは外光を取り入れた明るい雰囲気。
海に面したウッドデッキからの眺めも抜群。

　自然公園では、優れた自然風景を保護するため、各種の行為が規制されています。
一定の行為を行う場合は、公園計画で定められる保護区分により、環境大臣や知事
の許可又は届出が必要です。
　詳細については、お問い合わせください。
（問い合わせ先）環境林務部　自然保護課　自然公園係　☎099-286-2617　　
　　　　　　　 大 島 支 庁　総務企画課　商工観光係　☎0997-57-7215
( 鹿児島県ホームページアドレス )　http://www.pref.kagoshima.jp/

　また、自然公園の利用に当たっては、次のような
ことに注意しましょう。
　● 車は使わずに歩くことを基本としましょう。
　● 空き缶やゴミは持ち帰りましょう。
　● 動植物は見て楽しみましょう。
　● 万全の準備をしてから行動しましょう。
　● 騒音を発したり、利用施設を独占しないようにしましょう。
　● 火の取扱には注意しましょう。

自然環境を次の世代に継承するために
～お知らせ～

重富海岸自然ふれあい館 なぎさミュージアム：TEL 0995-73-3146　　公式ホームページ　http://www.nagisa-museum.com/

NPO法人 くすの木自然館
代表理事 

浜本 奈鼓 さん
はま もと     な    こ
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